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 結  果
 今回は第1次調査対象での中間結果を報告する．各検査項目を性・年齢別に調べると，血圧値，大動
脈脈波速度値はいずれも加齢と共に増加する．最大血圧値は年代別平均値で，50歳前では男性が高く，逆
に50歳を過ぎると女性が高くだり，加齢に伴う上昇率が男性に比べ非常に高い．他の有所見の割合も加
齢と共に増加するが特に男女差は認められない．
 基礎的分析の結果より，動脈硬化性疾患の予知検査項目として重要と思われる4・つの項目（血圧値，心
電図，眼底，大動脈脈波速度値）を用いて数量化第m類を用いて分析した．その結果として対象の予後
の方向が3方向あることを数量化の結果の散布図で示唆することができた．その3方向のタイプとして
は加齢老化タイプ，本態性高血圧タイプ，各検査が極度に悪い有所見タイプである．これらをもとに更
に第2調査データを加えて，毎年繰り返される集団検診に活用出来る，健康管理における計量的深度化
の研究を更に進めている．
